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1．はじめに 
 現在様々な産業で、IoT 化が重要視されており、人の手を

介さずに離れた場所を制御できる技術が必要とされている。 

この研究では無線を用いて離れた場所の情報を取得する装置

を作ってみたいと考えて、回路の設計と製作を行った。 

 

2. 研究内容 
 無線を使って観測したデータを送信し、受信側でそのデー

タを確認出来るような装置を PIC で作ろうと考えた。 

 無線は広く普及している Bluetooth を使用した。 

 

3.1 室内環境を測定する回路の製作 
 気温、湿度、気圧、照度を測定する回路を設計、製作した。

気温、湿度、気圧は 1 つの測定用のモジュールから測定デー

タを受け取り、それぞれの値を算出する。照度の測定は、受

けた光束に応じた電流を流す素子であるフォトトランジスタ

を使用して測定した。ただしフォトトランジスタの微弱な電

流を直接測定することは困難なので、フォトトランジスタの

電流から無安定バイブレータを作り、その周波数を PIC で測

定することで照度を測定した。 

 測定結果は有機 EL 液晶表示器を用いて表示させた。図１

にこの回路を示す。 

 

 
図 1 測定用の回路 

 

図 2 に示すモジュールは Bluetooth2.1 で無線通信を行うモ

ジュールである。このモジュールは USARTに対応している。

PIC からシリアル通信でデータを送る事で、そのデータをペ

アリング相手に無線で送信する。この素子を図 1 の回路に取

り付けて、測定データをパソコンに飛ばす。 

 

 
図 2 Bluetooth モジュール RN-42 

 

3.2 VBAで作成した表示プログラム 
 回路が無線で送信するデータをパソコンで受信して表示さ

せることにした。 

 VBA を使って受信したデータを Excel シート上に表示させ

た。Excel のシートなら受信データをリストのように並べて記 

録できる上に、アプリケーションのようにボタンなどで 

 

 

制御を行うことが出来る。 

 図 3 に作成したシートを示す。 

 

 
図 3 表示プログラムの左側 

 

 受信した観測データに時刻を添えて表示するようにした。 

通信相手があらかじめペアリングしている相手なら、無線通

信の接続、切断はそれぞれのボタンを押すことでパソコン側

から制御できる。 

 図 3 には収まらなかったが、シート右側では過去に受信し

たデータを記録していて、図４の通り表のようにしてまとめ

ている。 

 

 
図 4 過去の受信データのリスト 

  

データを受信するときに破損したデータが入ってくること

があった。特に受信してすぐのデータが破損していることが

多かったことから、データの文字列を読み始める位置が間違

っていることが原因だと考えた。そこで測定を行う回路がデ

ータの送信を行う際に、前後に特定の記号をつけさせる事に

した。これによって読み始めの位置が正しくないデータを破

棄し、破損したデータが表示されることはほとんどなくなっ

た。また、データの種類毎に違う記号を割り当てている。そ

の記号を読み分けることで、受信側がデータの種類の区別を

行っている。 

 

4．さいごに 
 収集したデータを無線によって受信してモニターすること

ができる回路と表示プログラムを作ることができた。 

 回路の規模は小さくなってしまったので今後は複雑な回路

を製作してみたい。 


